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コ
ロ
ナ
禍
は
秋
に
は
少
し
は
落
ち
着
く
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
が
、
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
第
三
波
襲
来

で
、
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
の

連
盟
の
活
動
は
、
こ
の
間
に
定
着
し
た「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

会
議
」が
中
心
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
が
、
適
宜
、

通
常
の
活
動
も
再
開
し
て
い
き
た
い
と
計
画
し
て
い

た
高
芝
麻
子
先
生
の「
阿
倍
仲
麻
呂
と
唐
詩
人
」の

講
演
会
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
迷
い
に
迷
っ
た
。
一

般
の
方
々
も
参
加
す
る
講
演
会
な
の
で
万
全
の
対
策

を
立
て
て
、
神
に
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
開
催
し
た

結
果
、
心
配
し
て
い
た
よ
う
な
事
に
は
な
ら
ず
、
参

加
者
百
十
名
余
、
そ
の
内
連
盟
以
外
の
方
が
半
数
以

上
を
占
め
る
と
い
う

大
盛
況
裡
に
終
え
る

事
が
で
き
た
の
は
何

よ
り
で
あ
っ
た
。

　

同
様
に
、
四
月
に
予

定
し
て
い
た
初
心
者

入
門
講
座
を
十
月
に

延
期
し
て
い
た
が
、
十
一
月
末
に
講
習
を
無
事
終
え

る
事
が
で
き
た
。
参
加
者
二
十
五
名
で
、
寺
小
屋
方

式
の
指
導
に
は
苦
労
し
た
が
、
こ
の
会
報
に
卒
業
詩

の
優
秀
作
品
を
掲
載
し
た
。
僅
か
五
回
の
講
習
で
詩

作
初
め
て
の
方
々
が
こ
こ
ま
で
の
詩
を
創
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
神
漢
連
の
指
導
方
針
・
方
法
が
間

違
っ
て
い
な
い
と
自
信
を
も
っ
て
も
良
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

こ
の
大
変
な
時
期
に
も
う
一
つ
の
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
は
、
先
に
実
施
さ
れ
た「
国
民
文
化
祭
・

み
や
ざ
き
２
０
２
０
、
全
国
漢
詩
の
祭
典
」で
城
田

六
郎
舎
友
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
、
更

に
は
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞
に
岡
田
泰
男
先
生

が
、
宮
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
住
田
笛
雄
舎

友
が
受
賞
さ
れ
、
秀
作
賞
と
入
選
を
合
わ
せ
る
と
合

計
八
名
の
多
き
に
上
っ
た
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
中
に
連
盟
若
手
の
受
賞
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が

唯
一
残
念
な
点
で
、
彼
等
の
今
後
の
一
層
の
奮
起
を

期
待
し
た
い
。

　

そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
漢
詩
の
基
礎
能
力
ア
ッ
プ

の
為
に
と
始
め
た「
漢
文
法
基
礎
講
座
」は
高
芝
麻

子
先
生
の
ご
尽
力
も
有
っ
て
、
多
数
の
参
加
者
が
高

校
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
熱
心
に
勉
強
に
励
ん
で

い
る
。
確
か
な
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
詩
の
感
性
を

磨
く
努
力
を
す
る
事
が
詩
力
の
向
上
に
は
欠
か
せ
な

い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
連

盟
発
展
の
基
盤
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

若
手
の
奮
起
を
期
待
す
る
の
は
、
何
も
漢
詩
大
会

の
成
績
の
為
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
度
、
鑑
賞
会

Ｃ
の
生
み
の
親
で
も
あ
る
城
田
六
郎
舎
友
が
講
師

役
を
退
か
れ
、
住
田
笛
雄
舎
友
も
鑑
賞
会
Ｂ
の
講
師

を
辞
退
さ
れ
、
更
に
は
、
飯
沼
一
之
舎
友
も
金
星
会

講
師
を
引
退
さ
れ
る
な
ど
、
連
盟
の
世
代
交
代
が
着

実
に
進
ん
で
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
来
期
の
令
和

三
年
十
月
に
は
連
盟
創
立
十
五
周
年
を
迎
え
る
の

で
、
次
世
代
を
担
う
若
い
方
々
を
中
心
に
記
念
行
事

企
画
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
漢
詩
の
更
な
る
発
展
の

為
に
、
又
、
連
盟
の
将
来
の
為
に
何
を
成
す
べ
き
か

を
議
論
・
計
画
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
先
輩
諸

兄
の
遺
産
を
継

承
し
、
更
に
発

展
さ
せ
て
い
く

十
五
周
年
行
事

に
な
る
か
ど
う

か
期
待
し
つ
つ

見
守
っ
て
い
る

所
で
あ
る
。
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・ 

自
詠
自
書
展
の
開
催

新
た
な
企
画
行
事

・ 

在
中
国
の
会
員（
中
国
人
）の
漢
詩
仲
間
と
の
交

流
…
漢
詩
集
の
相
互
の
交
換
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
方
式

で
の
漢
詩
討
論
を
行
う
。

・ 

記
念
グ
ッ
ズ
の
頒
布
…
漢
詩
と
水
墨
画
付
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
又
は
エ
コ
バ
ッ
グ
、
及
び
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
。

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
…
主
催
者
が
主
題
と
韻
を
各

参
加
者
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
提
示
し
、
参
加
者
は
七
言

一
句
を
主
催
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る
。
主

催
者
は
連
句（
柏
梁
体
）と
し
て
並
べ
講
評
す
る

と
共
に
、参
加
者
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
交
歓
す
る
。

・ 

自
詠
自
吟
大
会
…
各
員
は
自
詠
自
吟
の
動
画
を

Y
ouT
ube

に
ア
ッ
プ
す
る
。
主
催
は
講
評
す
る

と
共
に
、投
稿
者
と
ネ
ッ
ト
で
交
流
す
る
。

・ 

会
員
以
外
へ
の
漢
詩
普
及
活
動
…
漢
詩
鑑
賞
に
重

点
を
置
く
。
実
施
項
目
と
し
て
は
、
ア
．
漢
詩
講

演
のY

ouT
ube

配
信
。
イ
．「
漢
詩
の
自
由
訳
」コ

ン
ク
ー
ル
。
ウ
．「
わ
た
し
が
一
番
好
き
な
漢
詩
」

ア
ン
ケ
ー
ト
。

そ
の
他

・ 

会
報
…
定
例
の
七
月
発
行
を
九
月
に
遅
ら
せ
、

「
十
五
周
年
記
念
行
事
」の
詳
細
予
定
な
ど
を
記

し
た
特
集
号
を
発
行
す
る
。

・ 

記
念
行
事
の
資
金
と
し
て
、
令
和
三
年
度
会
費
徴

収
時
に
、
一
口
千
円
の
寄
付
を
会
員
有
志
に
お
願

い
す
る
。

神
漢
連
創
立
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　

－

楽
し
く
盛
大
に
祝
お
う

－

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
の
基
本
方
針

 

事
務
局
長　
　

高
津
有
二

　

今
年
の
十
月
十
四
日
に
神
漢
連
は
創
立
十
五
周
年

を
迎
え
る
。
こ
の
十
五
年
の
歩
み
は
、
偏
に
諸
先
輩

方
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
節
目

の
年
を
契
機
に
会
員
の
皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
更

な
る
飛
躍
、発
展
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
の
見
通
し
の
不
透
明
な
中
に

あ
っ
て
、
何
か
と
活
動
に
制
約
も
あ
る
が
、「
漢
詩
を

学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
次
の
点
を
主

眼
に
し
て
記
念
行
事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①
多
く
の
会
員
が
わ
く
わ
く
楽
し
く
参
加
で
き
る

②
会
員
以
外
の
人
々
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る

③
ネ
ッ
ト
時
代
対
応
で
オ
ン
ラ
イ
ン
行
事
が
中
心

　

十
五
周
年
記
念
行
事
は
、
日
ご
ろ
は
直
接
運
営
に

携
わ
っ
て
い
な
い
若
手
の
会
員
に
も
参
加
頂
き
、
下

記
の
通
り
、
企
画
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
企
画
し
て
い
る
の
で
、
多
く
の
会
員
に
参

加
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
の
企
画

 

事
務
局
次
長　

香
取
和
之

　

十
五
周
年
記
念
行
事
は
、
十
周
年
と
二
十
周
年
の

中
間
で
あ
り
、
行
事
規
模
は
絞
り
つ
つ
も
、
ネ
ッ
ト

機
能
を
活
用
し
て
効
率
的
運
用
を
図
り
、
ま
た
斬
新

な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
企
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
為
に
、
比
較
的
若
手
の
会
員（
本
会
報
四

頁
中
段
の「
非
運
営
委
員
の
活
躍
」に
氏
名
列
挙
）に

役
員
・
運
営
委
員
も
加
わ
り
、「
十
五
周
年
記
念
行

事
企
画
委
員
会
」を
昨
年
十
月
に
発
足
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
、
基
本
方
針「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊

ぶ
」に
基
づ
き
活
発
な
討
議
を
行
な
い
、
以
下
の
行

事
候
補
に
絞
り
込
ん
で
具
体
化
の
検
討
に
入
っ
て
い

る
。
今
後
多
く
の
会
員
か
ら
の
活
発
な
提
言
と
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

定
型
行
事
及
び
実
施
決
定
済
み
行
事

・ 
記
念
式
典
と
総
会（
本
年
十
月
）
…
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
概

要
に
つ
い
て
は
本
会
報
八
頁
参
照
）を
活
用
し

て
、
会
場
以
外
に
も
自
宅
か
ら
参
加
出
来
る
よ
う

に
す
る
。

・ 

記
念
講
演
会（
記
念
式
典
・
総
会
後
）…Y

ouT
ube

配
信
を
活
用
し
、
神
奈
川
県
在
住
の
非
会
員
及
び

全
国
の
県
連
会
員
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
出

来
る
よ
う
に
す
る
。

・ 

神
漢
連
会
員
漢
詩
集
の
発
行
…
神
奈
川
淸
韻
第
三

集
。

・ 

記
念
出
版
…
現
在
編
集
作
業
が
進
行
中
の
以
下
の

図
書
の
出
版
を
目
指
す
。「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら

一
歩
・
下
」、「
詩
語
集（
仮
称
）」。

連
盟
の
行
事
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ん
、
長
谷
川
昇
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

香
取
、牛
山
の
両
氏
で
す
。 

（
中
島
龍
一
）

　

秋
夜
獨
酌 

辻
寛
子

澗
水
潺
潺
秋
氣
淸 

澗
水
潺せ
ん
々せ
ん
と
し
て
秋
気
清
し

桂
香
浮
動
酒
樽
傾 

桂
香 

浮
動 

酒
樽
傾
く

銀
河
燦
燦
群
星
渺 

銀
河
燦
々 

群
星
渺び
ょ
うた
り

光
彩
滿
杯
心
自
平 

光
彩 

杯
に
満
ち
て
心
自
ら
平
か
な
り

　

偶
感 

伊
藤
三
千
男

竹
林
茅
屋
夜
森
森 

竹
林
の
茅
屋 

夜
森
々

枝
葉
篩
光
一
徑
深 

枝
葉
篩し

光こ
う 

一
径
深
し

奈
此
人
生
塵
外
境 

奈い
か
んせ
ん
此
の
人
生 

塵
外
の
境

仲
秋
月
下
獨
彈
琴 

仲
秋
月
下 

独
り
琴
を
弾
ず

　

秋
昇 

長
谷
川
昇

窗
前
獨
坐
月
光
幽 

窓
前 

独
り
坐
す 

月
光
幽
な
り

白
露
籬
邊
搖
落
秋 
白
露 

籬
辺 

揺
落
の
秋

燈
火
玲
瓏
眠
未
就 
灯
火
玲
瓏 

眠
り
未
だ
就な

さ
ず

蟲
聲
哀
切
轉
催
愁 

虫
声
哀
切 
転う
た
た
愁
を
催
す

　

登
山
樂
酒 

東
島
正
樹

頂
上
回
頭
神
女
鄕 

頂
上 

頭
を
回
ら
せ
ば
神
女
の
郷

白
雲
盡
處
好
風
光 

白
雲
尽
く
る
処 

風
光
好
し

昨
宵
相
對
圍
棋
樂 

昨
宵
相
い
対
し
て
棋
を
囲
ん
で
楽
し
む

今
夕
下
山
俱
一
觴 

今
夕
山
を
下
り
て
一
觴
を
俱
に
せ
ん

最
優
秀
賞 

優
秀
賞 

十
四
期
初
心
者
入
門
講
座
開
催

　

－

新
た
な
仲
間
が
神
漢
連
に
入
会

－

　

今
年
度
の
初
心
者
入
門
講
座
は
、
十
一
月
二
十
五

日
を
も
っ
て
全
五
回
の
講
習
を
終
え
ま
し
た
。
参
加

者
は
二
十
五
名
。

　

募
集
は
新
聞
六
社
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
既
会
員
の

紹
介
に
よ
っ
て
お
こ
な
い
、
三
月
開
講
の
予
定
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
幅
に
遅
れ
て
十
月
に
な
り
、
応

募
者
の
皆
さ
ん
は
開
催
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
。
こ

の
間
に
一
旦
応
募
し
た
人
か
ら
六
名
ほ
ど
の
辞
退
者

が
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

　

講
習
の
内
容
は
、
有
名
な
漢
詩
七
首
の
鑑
賞
、
お

よ
び
七
言
絶
句
の
実
作
で
し
た
。今
年
度
の
特
色
は
、

い
き
な
り
第
一
回
目
か
ら
漢
詩
の
規
則
、
詩
語
集
の

使
い
方
を
教
え
て
実
作
に
進
ん
だ
こ
と
で
す
。
つ
づ

い
て
三
名
の
生
徒
ご
と
の
少
人
数
指
導
に
よ
っ
て
、

宿
題
詩
の
添
削
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
の
参

加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
五
回
目
は
卒
業

詩
の
発
表
、
添
削
、
講

評
、
優
秀
賞
へ
の
粗
品

（
漢
詩
の
本
）進
呈
な

ど
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
四
期
の
サ
ー
ク

ル
の
世
話
人
代
表
は

東
島
正
樹
さ
ん
、
世
話

人
と
し
て
辻
寛
子
さ

初
心
者
入
門
講
座
を
受
講
し
て

 

辻　

寛
子

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
十
月
に
満
を
持

し
て
開
講
さ
れ
た
入
門
講
座
。
私
自
身
は
詩
吟
を
嗜

ん
で
お
り
詩
文
解
釈
や
時
代
背
景
に
理
解
が
あ
っ
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
詩
文
の
構
造
を
知
れ
ば
吟
詠
に

一
層
反
映
さ
せ
ら
れ
る
と
思
い
至
り
、
受
講
い
た
し

ま
し
た
。
韻
や
平
仄
と
い
う
規
則
の
上
で
リ
ズ
ム
を

作
っ
て
い
る
事
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く
、
何
十

年
ぶ
り
に
漢
字
辞
典
を
め
く
る
日
々
。「
黄
鶴
楼
に

て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
を
送
る
」を
鑑
賞
し
た
際
に

は「
こ
の
詩
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、『
悲
・
哀
』等
の

言
葉
を
一
切
使
わ
ず
に
親
友
と
の
別
れ
を
表
現
し
て

い
る
。
こ
う
い
う
詩
を
皆
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
い
た

い
！
」と
い
う
三
村
会
長
の
お
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。

　

時
に
は
学
校
の
宿
題
を
す
る
娘
と
肩
を
並
べ
な
が

ら
、
時
に
は
晩
酌
し
な
が
ら
、
漢
詩
作
成
の「
宿
題
」

に
没
頭
し
ま
し
た
。
添
削
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
は

情
景
に
見
合
う
言
葉
を
丁
寧
に
解
説
し
て
く
だ
さ

り
、
少
し
ず
つ
研
磨
し

て
卒
業
作
品
に
繋
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
全
五
回
の
講
座
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も「
言

葉
」と
じ
っ
く
り
向
き

合
う
宝
物
の
よ
う
な

時
間
を
大
切
に
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

講師の話に聞き入る14期生講師の話に聞き入る14期生

3名ごとの少人数指導3名ごとの少人数指導
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業
務
執
行
体
制
に
つ
い
て

 

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
新
年
度
に
入

り
、
神
漢
連
の
諸
行
事
も
次
々
と
中
止
、
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
役
員
改
選
期
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ほ
ぼ
全
員
の
方
に
留
任

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
教
育
Ｇ
の
リ
ー
ダ
ー
を
新
た

に
新
井
治
仁
さ
ん
、
本
年
度
に
新
設
し
た
渉
外
Ｇ
の

リ
ー
ダ
ー
を
牛
山
知
彦
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

第
十
四
回
初
心
者
入
門
講
座
は
当
初
予
定
よ
り

は
、
六
か
月
遅
れ
で
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

実
施
し
、
今
年
も
多
く
の
新
入
会
員
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多

か
っ
た
漢
文
法
基
礎
講
座
は
、
横
浜
国
大
の
高
芝
麻

子
先
生
を
講
師
と
し
て
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
前

半
の
三
回
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
詳
細
を
別

掲
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

神
漢
連
の
諸
行
事
は
月
一
回
の
運
営
委
員
会
で
、

実
施
内
容
を
検
討
、
方
向
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
実
際
の
行
事
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
運
営
委
員
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
々
の
献
身

的
な
ご
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
頂
い
て
い
る
皆
様
を
以
下
に
ご
紹
介
す
る

と
共
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
役
員
、
運
営
委
員
の
方
々
も
高
齢
化

し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
若
い
方
々
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

非
運
営
委
員
の
活
躍

　

神
漢
連
で
は
、
各
漢
詩
サ
ー
ク
ル
の
他
に
も
、
漢

詩
鑑
賞
会
・
講
演
会
の
開
催
、
会
報
の
発
行
、
Ｈ
Ｐ

更
新
、
総
会
開
催
な
ど
は
、
多
く
の
会
員
の
献
身
的

な
努
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
執
行
理

事
・
運
営
委
員
以
外
の
方
々
に
つ
い
て
、
そ
の
尽
力

に
感
謝
し
て
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
。

・ 

Ｈ
Ｐ
…
鈴
木
栄
次（
五
友
）（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
水

墨
画
の
作
画
）。

・ 

鑑
賞
会
Ａ
…
久
川
憲
四
郎（
好
文
）（
会
員
管
理
）、

小
菅
幸
枝（
好
文
）（
会
計
）、
川
久
保
普
美
子（
詩

林
）（
資
料
準
備
）。

・ 

鑑
賞
会
Ｃ
…
久
川
憲
四
郎（
会
員
管
理
・
七
絶
一

歩
下
編
集
）、
五
嶋
美
代
子（
干
支
）（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ホ

ス
ト
・
会
場
予
約
・
編
集
）。

・ 
霧
笛
女
子
会
…
小
菅
幸
枝（
世
話
人
）、
久
川
愛
子

（
好
文
）（
会
計
）、
芝
本
信
子（
三
水
七
歩
）（
会
場

予
約
・
資
料
準
備
）。

・ 

神
辞
会
…
蔦
清
昭（
十
期
）（
推
敲
表
・
ネ
ッ
ト
情

報
）、川
久
保
普
美
子（
詩
語
分
類
・
登
録
）。

・ 

自
詠
自
書
展
…
村
上
良
明（
八
起
）、
安
藤
啓
子

（
金
星
）、嘉
嶋
宏
子（
詩
林
）、妹
背
真
理
子（
八
起
）、

濱
岡
日
出
夫（
八
起
）、石
川
喜
三
郎（
金
星
）。

・ 

十
五
周
年
記
念
行
事
企
画
委
員
会
…
久
川
憲
四

郎
、
高
橋
純
子（
三
水
七
歩
）、
妹
脊
真
理
子
、
前

嶋
彩
江（
岳
精
）、
蔦
清
昭
、
高
田
宗
治（
十
期
）、

川
久
保
普
美
子
、
五
嶋
美
代
子
、
生
駒
祐
子
、
指

方
順
一
郎（
令
和
）。 

（
香
取
和
之
）

緊
急
連
絡
体
制

　

令
和
二
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
多
く
の
行
事

を
急
遽
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
サ
ー
ク
ル
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は

各
サ
ー
ク
ル
の
連
絡
網
で
連
絡
が
可
能
で
す
が
、
未

加
入
の
方
へ
の
連
絡
が
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
会
員

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

結
果
は
左
表
の
と
お
り
、
現
在
メ
ー
ル
で
連
絡
の
取

れ
る
方
は
会
員
二
三
〇
人
中
一
四
六
人
、
約
六
三
％

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
サ
ー
ク
ル
未

加
入
の
方
の
保
有
率
は
九
三

人
中
二
五
人
で
、
約
二
七
％
と

低
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
緊
急
時

の
連
絡
を
メ
ー
ル
に
頼
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

メ
ー
ル
の
有
効
活
用
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
等
を
急
遽
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
神

漢
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告

知
い
た
し
ま
す
。
災
害
な
ど
の

場
合
に
は
、
個
別
の
連
絡
が

届
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
手
数
で
す
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
山
口
幸
雄
）

（20/11/01現在） メールあり メールなし 計
サークル加入　 121人 16人 137人
サークル未加入 25　 68　 93　

合計 146　 84　 230　
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庚
子
新
年
來
憂
新
肺
炎
漫
羨

　

－

窪
寺
啓
先
生
玉
詩
の
紹
介

－

　

神
漢
連
で
は
、〝
コ
ロ
ナ
禍
克
服
を
目
指
し
て
〞「
令

和
二
年
度
漢
詩
大
会
」を
行
な
い
、
応
募
全
詩
を
掲

載
し
た
漢
詩
集
を
昨
年
七
月
に
発
行
し
ま
し
た
。
こ

の
度
、
お
手
本
と
し
て
、
窪
寺
啓
先
生
か
ら
玉
詩
三

首
の
掲
載
許
可
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
熟
読
玩
味
願

い
ま
す
。

　

其
一 

發
現 

其
の
一 

発
現

新
衣
疫
鬼
楚
人
惶 

新
衣
の
疫
鬼 

楚そ
ひ
と人
惶
れ

罹
疾
萬
餘
千
百
亡 

罹
疾
万
余 

千
百
亡
ず

忽
及
扶
桑
猖
蹶
盛 

忽
ち
扶
桑
に
及
び 

猖
蹶
盛
ん
な
り

應
危
扁
鵲
缺
靑
嚢 

応
に
危
ぶ
む
べ
し 

扁
鵲 

青
嚢
を
欠
く
を

　

其
二 

三
月
不
出
門 　
其
の
二 

三
月
門
を
出
で
ず

陽
春
卅
日
鎖
柴
門 

陽
春
卅
日 

柴
門
を
鎖
ざ
し
せ
し
は

非
倣
菅
公
惡
疫
蕃 

菅
公
に
倣
う
に
非
ず 

悪
疫
蕃し
げ
し

跼
蹐
衰
翁
無
検
繫 

跼
蹐
の
衰
翁 

検
繋
無
く

繙
書
永
晝
忘
塵
喧 

書
を
繙
き 

永
昼 

塵
喧
を
忘
る

　

其
七 

庚
子
立
夏 

　

其
の
七 

庚
子
立
夏

天
晴
庭
院
爽
風
香 

天
晴
れ
庭
院 

爽
風
香
り

躑
躅
將
然
歸
燕
翔 

躑
躅
将
に
然
え
ん
と
し
て 

帰
燕
翔
る

此
節
最
宜
專
野
興 

此
の
節 

最
も
宜
し 

野
興
を
専
ら
に
す
る
に

今
年
妖
孼
塞
平
常 

今
年
妖よ
う
孼げ
つ 

平
常
を
塞ふ
さ
ぐ

 

（
香
取
和
之
）

漢
文
法
基
礎
講
座
開
講

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
強
い
要
望
の
あ
っ
た
漢

文
法
基
礎
講
座
を
横
浜
国
大
の
高
芝
麻
子
先
生
を
講

師
と
し
て
、昨
年
十
月
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
会
員
の
八
十
名
を
超
え
る
受
講
希
望
者

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
前
期
、
後
期
に
分
け
る
こ
と

と
し
て
、
後
期
は
本
年
の
四
月
か
ら
毎
月
第
四
土
曜

日
に
開
講
予
定
で
す
。ま
だ
余
席
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
、事
務
局
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　

中
国
か
ら
渡
来
し
た
漢
文
は
、
古
代
日
本
人
の
叡

知
の
結
集
に
よ
り
、
返
り
点
が
発
明
さ
れ
、
解
読
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
詩
を
日
本
語
の
詩
と

混
同
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
紛
れ
も
な
い
外
国
語
の

詩
で
す
。
講
座
で
は
、
漢
詩
の
用
例
を
中
心
に
、
外

国
語
の
文
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
毎
回
楽

し
い
授
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
、
喜
寿
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
岡
山
の
高
校
の
同
窓
生
仲
間
で
文
集
を
発

刊
す
る
こ
と
に
な
り
、
高
校
時
代
の
思
い
出
と
し
て

「
今
も
活
き
て
る
漢
文
授
業
」と
題
し
て
、
投
稿
し
ま

し
た
。
明
治
生
ま
れ
の
チ
ョ
ビ
髭
を
は
や
し
た
先
生

で
、
い
つ
も
、
授
業
が
始
ま
る
と
、
黒
板
に
中
国
故
事

に
関
す
る
熟
語
を
十
個
く
ら
い
書
い
て
解
説
さ
れ
て

い
ま
し
た
。い
ず
れ
、来
世
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
出

来
る
な
ら
ば
神
漢
連
の
活
動
報
告
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、「
そ
り
ゃ
あ
、
ぼ
っ
こ
う
、
え
え
こ
と

を
し
た
な
あ
│
」と
、
岡
山
弁
で
、
お
褒
め
の
言
葉
を

も
ら
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 （
高
津
有
二
）

神
辞
会　

設
立
三
年
目
の
活
動

　

七
言
絶
句
は
わ
ず
か
二
十
八
文
字
で
す
が
、
支
え

て
い
る
数
万
字
の
漢
字
、
数
十
万
語
の
詩
語
が
あ
り

ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
元
に
な
る
デ
ー
タ
が
な

け
れ
ば
た
だ
の
箱
。
こ
の
間
の
我
々
の
作
業
の
大
半

は
、
パ
ソ
コ
ン
漢
詩
を
支
え
る
韻
字
表
と
詩
語
表
の

デ
ー
タ
作
り
で
し
た
。 

初
心
者
用
電
子
詩
語
集「
神

辞
海
」と
七
絶
チ
ェ
ッ
ク
用
の
ツ
ー
ル「
七
絶
推
敲

表
」の
形
を
整
え
る
の
に
二
年
を
要
し
ま
し
た
。
定

評
あ
る
詩
語
辞
典
の
著
者
菅
原
武
先
生
か
ら
電
子

デ
ー
タ
の
ご
提
供
を
受
け
る
、
と
い
う
嬉
し
い
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

公
開
可
能
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
完
成
後
、
対
面
で
七

回
の
ツ
ー
ル
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
中
の
昨
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
切
り
替

え
、
六
回
延
べ
百
四
十
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
長
年
育
て
て
き
て
継
続
中
の
電
子
詩
語
集

Ａ
、
Ｐ
Ｃ
漢
詩
情
報
交
換
会
時
代
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

神
辞
会
書
庫
、
捜
韵
の
使
い
方
、
な
ど
も
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

各
ツ
ー
ル
の
詩
語
の
充
実
、
新
し
い
神
辞
会
書
庫

の
充
実
、
な
ど
漢
字
の
海
の
中
で
際
限
の
な
い
作
業

が
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
ベ
ー
ス
は
出
来
て
い
ま
す
。

漢
詩
を
楽
し
み
な
が
ら
未
登
録
の
詩
語
を
見
つ
け
た

ら
登
録
す
る
、
と
い
う
活
動
に
ご
興
味
を
お
持
ち
の

方
、
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
世
話
役
の
牛
山
氏
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。 

（
蔦
清
昭
）
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「
阿
倍
仲
麻
呂
と
唐
詩
人
」

李
白
・
王
維
と
親
交
が
あ
っ
た

―
高
芝
麻
子
先
生
講
演
会
―

　

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日（
水
）神
奈
川
近
代
文

学
館
に
於
い
て
、
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
准
教
授

の
高
芝
麻
子
先
生
に
よ
る「
阿
倍
仲
麻
呂
と
唐
詩
人
」

と
い
う
題
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
百
十

名
を
越
す
来
場
者
で
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
間
隔
を
あ
け

て
の
聴
講
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

巧
み
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
操
作
と
説
得
力
の
あ
る

高
級
な
解
説
は
、
仲
麻
呂
の
有
名
な
和
歌
と
生
涯
、

唐
に
於
け
る
漢
詩
人
と
の
交
流
、
唐
の
詩
人
か
ら
見

た
日
本
、
旅
人
に
お
け
る
月
と
風
の
道
づ
れ
な
ど
、

も
り
沢
山
の
内

容
で
有
意
義
で

楽
し
い
二
時
間

で
あ
っ
た
。
以
下

先
生
の
講
義
の

内
容
を
記
し
ま

す
。

有
名
な
仲
麻
呂
の
和
歌
は
い
つ
作
ら
れ
た
か

一
、阿
倍
仲
麻
呂
の
歌「
古
今
和
歌
集
」の
紹
介

　

天
の
原　

ふ
り
さ
け
見
れ
ば　

春
日
な
る

　
　
　
　

三
笠
の
山
に
い
で
し
月
か
も

　

古
今
和
歌
集
の
解
説
に
よ
る
と
、
阿
倍
仲
麻
呂
が

中
国
で
の
滞
在
を
終
え
て
日
本
に
帰
国
す
る
た
め
明

州
と
い
う
と
こ
ろ
の
海
辺
ま
で
来
て
、
見
送
り
の
人

た
ち
と
は
な
む
け
の
詩
の
応
酬
を
し
て
い
た
時
に

ち
ょ
う
ど
大
空
の（
天
の
原
）下
の
海
上
か
ら
月
が

上
っ
て
き
た
の
で
、
遥
か
日
本
の
三
笠
の
山
に
出
で

た
月
を
思
い
出
し
て
詠
っ
た
も
の
と
あ
る
。

二
、紀
貫
之「
土
佐
日
記
」の
紹
介

　

青
海
原　

ふ
り
さ
け
見
れ
ば　

春
日
な
る

　
　
　
　

三
笠
の
山
に
い
で
し
月
か
も

　

土
佐
日
記
の
中
に
も
右
の
よ
う
な
仲
麻
呂
の
歌
が

紹
介
さ
れ
て
い
て
、
和
歌
と
と
も
に
唐
の
人
に
も
分

か
る
よ
う
に
奈
良
を
思
う
漢
詩
も
作
っ
た
と
あ
る
。

青
海
原
は
紀
貫
之
の
写
し
違
い
か
も
し
れ
な
い
。

阿
倍
仲
麻
呂
の
人
生
と
詩
人
と
の
交
流

六
九
八
年
？ 

生
ま
れ
る

七
一
七
年 

渡
唐

七
二
五
年 

任
官
、
以
降
、
左
拾
遺
・
左
補
闕
・
儀

王
友
な
ど
を
歴
任

七
三
三
年 

玄
宗
に
帰
国
を
願
い
出
る
も
認
め
ら

れ
ず

七
五
三
年 
帰
国
を
認
め
ら
れ
、
秘
書
監
・
衛
尉
卿

を
拝
し
、出
国
す
る
も
遭
難

七
五
五
年 

長
安
に
帰
還
、
以
降
、
左
散
騎
恒
侍
・

安
南
節
度
使
な
ど
を
歴
任

七
七
〇
年 

唐
に
お
い
て
没
す

　

＊
李
白
の
仲
麻
呂
を
悼
む
詩

 

（
仲
麻
呂
の
船
が
難
破
し
て
死
ん
だ
と
い
う
誤

報
に
よ
り
つ
く
っ
た
も
の
）

　

哭
晁
卿
衡　
　

晁
卿
衡
を
哭
す

日
本
晁
卿
辞
帝
都 

日
本
の
晁
ち
ょ
う
卿け
い
は
帝
都
を
辞
し

征
帆
一
片
繞
蓬
壺 

征
帆
一
片
蓬ほ
う
壺こ

を
繞め
ぐ
る

明
月
不
帰
沈
碧
海 

明
月
は
碧
海
に
沈
み
て
帰
ら
ず

白
雲
愁
色
満
蒼
梧 

白
雲
愁
色
蒼そ
う
梧ご

に
満
つ

送
別
の
詩

　
（
玄
宗
皇
帝
が
仲
麻
呂
の
送
別
に
詠
じ
た
も
の
。）

　

盛
唐
・
玄
宗「
送
日
本
使
」詩

日
下
非
殊
俗　
天
中
嘉
会
朝

念
余
懐
義
遠　
衿
爾
畏
途
遙

漲
海
寛
秋
月　
帰
帆
駛
夕
飆

因
驚
彼
君
子　
王
化
遠
昭
昭

日
下
俗
を
殊
に
す
る
に
非
ず　
天
中
会
朝
を
嘉
す

余
の
義
を
懐
ふ
こ
と
遠
な
る
を
念
ひ

爾
の
途
を
畏
る
る
こ
と
遙
か
な
る
を
衿あ
わ
れ
む

漲
海　
秋
月
寛
に
し
て　
帰
帆　
夕せ
き

飆ひ
ょ
う
駛は
や
し

因
り
て
驚
か
ん
彼
の
君
子　
王
化
遠
く
昭
昭
た
る
を

　

盛
唐
・
王
維「
送
秘
書
晁
監
還
日
本
国
」詩

　
　
　
　
　

秘
書
晁
監
の
日
本
国
に
還
る
を
送
る

積
水
不
可
極　
安
知
滄
海
東

九
州
何
処
遠　
万
里
若
乗
空

向
国
唯
看
日　
帰
帆
但
信
風

鰲
身
映
天
黒　
魚
眼
射
波
紅

郷
樹
扶
桑
外　
主
人
孤
島
中

別
離
方
異
域　
音
信
若
為
通

積
水
極
む
べ
か
ら
ず　
安い
ず
くん
ぞ
滄
海
の
東
を
知
ら
ん

九
州
何い
ず
れ
の
処
か
遠
き　
万
里
空く
う
に
乗
ず
る
が
若ご
と
し

高芝麻子先生高芝麻子先生
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国
に
向
か
ひ
て
は
唯
だ
日
を
看

帰
帆
は
但た

だ
風
に
信ま
か
す
る
の
み

鰲ご
う

身し
ん

天
に
映
じ
て
黒
く　
魚
眼
波
を
射
て
紅
く
れ
な
いな
り

郷
樹
は
扶
桑
の
外　
主
人
は
孤
島
の
中う
ち

別
離
は
方ま
さ
に
域
を
異
と
す　
音
信 

若い
か
ん為
ぞ
通
ぜ
し
む

　

阿
倍
仲
麻
呂「
銜
命
還
国
作
」詩

　
　
　
　
　

命
を
銜
み
て
国
に
還
る
の
作

銜
命
将
辞
国　
非
才
忝
侍
臣

天
中
恋
明
主　
海
外
憶
慈
親

伏
奏
違
金
闕　

驂
去
玉
津

蓬
萊
郷
路
遠　
若
木
故
園
林

西
望
懐
恩
日　
東
帰
感
義
辰

平
生
一
宝
剣　
留
贈
結
交
人

命
を
銜
み
て
将
に
国
を
辞
さ
ん
と
し

非
才　
侍
臣
に
忝
け
な
く
す

天
中　
明
主
を
恋
ひ　
海
外　
慈
親
を
憶
ふ

伏
奏　
金
闕
を
違さ

り　

驂　
玉
津
を
去
る

蓬
萊　
郷
路
遠
く　
若
木　
故
園
の
林

西
望　
恩
を
懐
ふ
の
日　
東
帰　
義
に
感
ず
る
の
辰

平
生　
一
宝
剣　
留
め
て
贈
ら
ん　
結
交
の
人

（
玄
宗
皇
帝
か
ら
日
本
に
使
い
す
る
と
言
う
形
式

を
と
っ
て
詠
っ
て
い
る
。）

唐
詩
人
か
ら
見
た
日
本

　

盛
唐
・
王お
う
之し

渙か
ん「
登
鸛
鵲
楼
」詩

　
　
　
　
　
　

鸛か
ん

鵲じ
ゃ
く

楼ろ
う

に
登
る

白
日
依
山
尽　
黄
河
入
海
流

欲
窮
千
里
目　
更
上
一
層
楼

白
日
山
に
依
り
て
尽
き　
黄
河
海
に
入
り
て
流
る

千
里
の
目
を
窮
め
ん
と
欲
し　
更
に
上
る
一
層
の
楼

◎ 

唐
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
日
本
と
い
う
国
は
、

扶
桑
・
若
木
の
外
側（
太
陽
の
上
る
東
の
海
の
涯
）

に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

・ 

王
維「
送
秘
書
晁
監
還
日
本
国
」詩（
抜
粋
）

　

郷
樹
扶
桑
外

・ 

劉
長
卿「
同
崔
載
華
贈
日
本
聘
使
」詩（
抜
粋
）

　

始
知
更
有
扶
桑
東

◎ 

阿
倍
仲
麻
呂
は
扶
桑
若
木
は
日
本
に
在
る
と
詠
う

・ 

阿
倍
仲
麻
呂「
銜
命
還
国
作
」詩（
抜
粋
）

　

蓬
萊
郷
路
遠　

若
木
故
園
林

旅
人
た
ち
の
月
と
風

　

古
来
旅
人
達
が
道
づ
れ
と
し
た
月
や
風
は
、
故
郷

の
山
河
を
照
ら
し
た
月
と
同
じ
で
あ
る
と
の
思
い

で
、
月
を
見
る
と
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
る
と
い
う
の

は
、
中
国
か
ら
来
た
感
覚
で
、
日
本
の
万
葉
集
で
は

月
と
望
郷
は
結
び
付
か
な
か
っ
た
。

１ 

、李
白「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
晏
入
中
京
」詩

２ 

、盛
唐
・
玄
宗「
送
日
本
使
」詩

３ 

、晩
唐
・
韋
荘「
送
日
本
国
僧
敬
龍
帰
」詩

４ 

、盛
唐
・
李
白「
王
昭
君
二
首
」其
の
一

５ 

、盛
唐
・
岑
参「
磧
西
頭
送
李
判
官
入
京
」詩

６ 

、盛
唐
・
岑
参「
熱
海
行
送
崔
侍
御
還
京
」詩

７ 

、盛
唐
・
李
白「
静
夜
思
」詩

床
前
看
月
光　
疑
是
地
上
霜　

挙
頭
望
山
月　
低
頭
思
故
郷　

　

床
し
ょ
う
前ぜ
ん
月
光
を
看
る

　

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
地
上
の
霜
か
と

　

頭こ
う
べを
挙
げ
て
山
月
を
望
み 

　

頭
を
低た

れ
て
故
郷
を
思
ふ

　

今
回
の
高
芝
先
生
の
講
演
で
、
玄
宗
皇
帝
に
寵
用

さ
れ
、
残
念
な
が
ら
船
の
遭
難
に
よ
り
帰
国
は
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
唐
で
一
生
を
過
ご
し
た
阿
倍

仲
麻
呂
に
つ
い
て
膨
大
な
資
料
を
基
に
解
説
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
水
城
ま
ゆ
み
）

熱心に聞き入る大勢の来場者熱心に聞き入る大勢の来場者

題字と共に題字と共に
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オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
・
活
用
の
薦
め

　

Ｇ
ｏ　
Ｔ
ｏ　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

 

九
詩
期
会　

牛
山
知
彦

　

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
昨
年（
令
和
二
年
）、
わ

れ
わ
れ
神
漢
連
の
活
動
も
影
響
を
受
け
、
集
合
・
対

面
を
要
す
る
漢
詩
鑑
賞
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
諸
会

議
等
は
中
止
さ
れ
た
後
、
な
か
な
か
再
開
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
開
す
る
場
合
に
も
貸
し

会
議
室
の
定
員
が
半
減
し
た
り
し
て
、
会
議
室
確
保

の
担
当
の
方
々
は
予
約
に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
三
密
を
避
け
て
会
議
を
開

催
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
ズ
ー
ム
）」が

一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ

で
、
そ
の
利
用
の
簡
便
性
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
救
世
主

と
し
て
世
界
で
利
用
者
が
急
増
し
た
も
の
で
す
。
会

社
等
で
の
会
議
・
打
合
せ
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
か

ら
小
学
校
ま
で
の
教
育
現
場
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
も

広
く
活
用
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
な
ど
と
い
う

新
し
い
利
用
方
法
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

神
漢
連
で
も
、
漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
・
Ｃ
や
い
く
つ
か

の
サ
ー
ク
ル
の
例
会
、
神
辞
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
等
々
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
何
回
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

以
下
簡
単
に
、概
要
等
ご
説
明
致
し
ま
す
。

《　

概
要　

》

・ 

複
数
の
人
が
参
加
し
て
、
双
方
向
で
同
時
に
画
面

上
の
相
手
映
像
を
見
な
が
ら
会
話
が
出
来
ま
す
。

・ 

使
う
の
は
、
各
自
の
パ
ソ
コ
ン
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
。

・ 

参
加
者
の
一
人
が
会
議
主
催
者
と
な
り
ま
す
。

・ 

会
議
主
催
者
も
含
め
て
自
宅
等
か
ら
の
参
加
。

・ 

会
議
主
催
者
か
ら
の
開
催
通
知
メ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
て
い
る
入
室
キ
ー
部
分
を
押
下
す
る
だ
け
で
、

参
加
可
能
。（
特
別
な
ソ
フ
ト
設
定
や
利
用
者
登

録
等
は
不
要
。）

《　

メ
リ
ッ
ト　

》

・ 

外
出
し
な
く
て
も
勉
強
の
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
。

・ 

仲
間
の
顔
を
見
て
声
を
聴
き
、
会
話
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。（
外
出
自
粛
で
知
人
の
顔
を
見
ら
れ

な
い
生
活
が
続
く
中
で
、一
番
の
好
評
ポ
イ
ン
ト
）

・ 

時
間
節
約
。（
会
場
と
の
移
動
時
間
不
要
）

・ 

体
力
不
要
。（
歩
か
ず
に
参
加
可
能
で
楽
ち
ん
）

・ 
コ
ス
ト
低
減
。（
貸
し
会
議
室
料
金・交
通
費
不
要
）

・ 
会
議
室
確
保
の
労
力
不
要
。（
会
場
係
不
要
）

　

さ
て
、
こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る
令
和
三
年
初
め

に
は
コ
ロ
ナ
禍
は
収
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
社

会
が
や
っ
て
く
る
の
も
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
あ
な
た
も
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
是
非
そ
の
活
動
範
囲

を
拡
大
し
て
勉
強
の
機
会
を
享
受
し
て
く
だ
さ
い
。

　

神
漢
連
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
利
用
の
各
活
動
体
で
は
、
新

し
い
利
用
希
望
者
に
対
し
て
は
、
事
前
の
接
続
テ
ス

ト
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
連
絡
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

神
漢
連
詩
語
集
の
編
集
に
つ
い
て

 

会
長　

三
村
公
二

　

か
ね
て
よ
り
漢
詩
連
盟
に
は
ど
う
し
て
基
本
と
な

る
詩
語
集
が
無
い
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思
っ
て

い
た
が
、こ
の
度
、次
の
二
つ
の
出
来
事
を
契
機
に
、

詩
語
集
編
集
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
神
辞
会
が
著
作
権
フ
リ
ー
の
詩
語

集
が
無
い
と
困
っ
て
い
た
こ
と
へ
の
対
策
の
為
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
既
存
の
詩
語
集
に
は
現
在
の
事
象

を
規
則
に
則
っ
て
詠
う
為
の
詩
語
が
少
な
く
、
詩
作

に
当
た
っ
て
皆
さ
ん
が
苦
労
し
て
い
る
の
を
解
消
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。
神
辞
会
の
方
は
菅

原
武
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
先
生
の
Ｐ
Ｃ
資
料
の
活

用
が
許
さ
れ
た
こ
と
と
、
国
会
図
書
館
の
江
戸
・
明

治
の
詩
語
集
を
直
接
活
用
す
る
ソ
フ
ト
の
開
発
で
一

応
の
解
決
を
見
て
い
る
が
、
現
状
で
は
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ

ホ
に
頼
ら
な
い
で
詩
作
を
す
る
人
の
方
が
圧
倒
的
に

多
い
と
い
う
認
識
の
下
に
、
鋭
意
編
集
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
水
城
／
高
津
／
飯
島
／
香
取
／
新

井
／
久
川
／
三
村
の
七
名
で
、
江
戸
／
明
治
の
詩
語

集
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
現
在
の
事
象
を
詠
う
為
の
詩

語
、
国
名
・
都
市
名
、
干
支
・
年
号
、
和
臭
／
国
字
、

和
漢
異
義
語
等
と
い
っ
た
従
来
の
詩
語
集
に
は
な
い

新
し
い
企
画
を
盛
り
込
も
う
と
思
っ
て
い
る
。一
同
、

期
待
す
る
よ
う
な
詩
語
集
に
仕
上
が
る
よ
う
に
、

又
、
お
金
と
時
間
の
無
駄
使
い
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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漢
詩
を
身
近
に
感
じ
た
い
好
文
会  

埴
原
か
を
り

　

中
国
文
化
の
一
つ
だ
か
ら
と
思
い
立
っ
て
、
神
奈

川
県
漢
詩
連
盟
の
講
習
に
申
込
ん
だ
後
が
大
変
で
し

た
。
隔
月
の
七
言
絶
句
提
出
に
毎
回
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
ず
漢
文
の
素
養
が
無
い
こ
と
。
常
識
的
な
漢

詩
を
知
ら
な
い
こ
と
。
漢
詩
の
決
ま
り
事
が
な
か
な

か
身
に
つ
か
な
い
こ
と
。
そ
し
て
最
近
は
一
つ
覚
え

れ
ば
二
つ
忘
れ
し
ま
う
こ
と
な
ど
。

　

漢
詩
で
詠
ま
れ
る
の
は
男
の
世
界
で
、
官
僚
の
世

界
、
或
い
は
官
職
に
ま
つ
わ
る
悲
喜
こ
も
ご
も
。
詩

語
は
男
性
社
会
の
言
葉
で
、
自
分
の
感
覚
か
ら
は
遠

く
離
れ
て
い
て
使
い
に
く
い
。
詩
語
集
に
あ
る
か
ら

と
言
っ
て
選
ん
で
平
仄
だ
け
合
わ
せ
て
形
を
作
っ
て

も
、
で
き
た
詩
は
ま
る
で
サ
イ
ズ
の
合
わ
な
い
紳
士

服
を
着
て
い
る
よ
う
で
落
ち
着
か
な
い
。

　

漢
詩
を
作
る
の
は
辛
い
け
れ
ど
も
、
読
み
散
ら
か

し
て
い
く
の
は
楽
し
い
。
お
気
に
入
り
の
漢
詩
も
変

化
し
て
、
あ
ん
な
に
好
き
だ
っ
た
白
居
易
、
今
は
ス

ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
だ
な
と
思
う
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。杜
甫
の
詩
は
読
ん
で
い
て
辛
い
ば
か
り
。

　

今
は
杜
牧
、
李
商
隠
が
好
き
で
す
。
陸
游
、
蘇
軾
、

賀
知
章
、
王
子
渙
、
孟
浩
然
と
お
気
に
入
り
が
で
き

て
き
ま
し
た
。
遡
っ
て
詩
経
の
桃
夭
、
素
朴
で
力
強

く
て
、
嫁
ぐ
娘
に
皆
が
後
押
し
し
て
い
る
感
じ
が
、

こ
ち
ら
ま
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。　

脳
の
活
性
化

詩
林
会　

飯
田
政
治

　

歌
が
好
き
な
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

　

子
供
の
こ
ろ
、
朝
六
時
半
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
た
歌
。
テ
レ
ビ
が
放
映
し
た
赤
胴
鈴
之
助
の

主
題
歌
。
企
業
の
宣
伝
歌
や
演
歌
歌
手
の
歌
。
懐
か

し
い
歌
の
数
々
は
脳
裏
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
、
ふ

と
、気
が
付
け
ば
、口
ず
さ
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

数
年
前
、
地
下
鉄
に
座
っ
て
い
た
と
き
、
吊
革
に

掴
ま
っ
て
い
た
七
十
前
後
の
男
性
二
人
が
、
詩
吟
に

つ
い
て
語
り
だ
し
た
。「
詩
吟
を
や
る
と
、
英
会
話

が
う
ま
く
な
る
」「
お
お
、
ら
し
い
な
」と
い
う
。
私

自
身
も
、
そ
う
思
い
始
め
て
い
た
矢
先
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

詩
吟
は
聞
い
て
、直
ち
に
真
似
で
き
な
い
。な
ぜ
。

　

漢
詩
を
英
語
に
翻
訳
し
、
朗
詠
し
た
こ
と
も
あ

る
。
更
に
、
漢
詩
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
平
仄
と
韻
、

ま
た
、五
言
絶
句
、七
言
絶
句
と
律
詩
等
に
つ
い
て
、

学
び
な
が
ら
、考
え
続
け
て
き
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
音
符
を
最
重
視
す
る
。
詩
吟
は
日
本

語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
語
尾
の
表
現
力
を
重
視
す
る
。

従
っ
て
、
日
本
語
固
有
の
周
波
数
が
生
じ
る
。
日
本

語
と
し
て
聞
い
て
い
る
の
で
、
違
和
感
は
生
じ
な
い

が
、
成
人
の
頭
は
真
似
で
き
な
い
。
暫
く
し
て
、
周

波
数
を
理
解
す
る
脳
が
育
ち
、
英
会
話
も
上
達
す

る
。

　

教
養
と
し
て
、
漢
詩
の
自
作
・
自
詠
、
更
に
言
え

ば
、自
書
も
楽
し
み
に
加
え
て
、過
ご
し
て
い
る
。

漢
字
雑
感

詩
林
会　

嘉
嶋
宏
子

　

世
界
に
は
、
紀
元
前
に「
四
代
文
明
」（
エ
ジ
プ
ト
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
イ
ン
ダ
ス
、
中
国
）が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
文
明
に
は「
文
字
の
発
明
」が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
漢
字
」の
み
が
今
日
も
生
き
続
け
て
い

ま
す
。
他
の
文
字
は
歴
史
の
中
で
消
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
中
国
の「
殷
時
代
」に「
甲
骨
文
字
」か
ら

発
展
し
、
数
千
年
の
時
の
中
で
継
承
、
研
鑽
さ
れ
、

今
の
形
に
な
っ
た「
漢
字
」の
歴
史
は
揺
る
ぎ
な
く
、

我
々
日
本
人
は
漢
字
を
中
心
に
現
代
も「
言
語
活
動
」

を
し
て
い
ま
す
。「
漢
字
」に
は
書
体
が
種
々
あ
り
、

現
代
使
用
し
て
い
る「
楷
書
」は
唐
時
代
に
完
成
し

て
い
ま
す
。「
漢
詩
」が「
時
代
と
地
域
、風
土
、筆
者

の
美
意
識
」の
違
い
に
よ
り
色
々
な「
詩
風
」が
生
ま

れ
る
よ
う
に
、「
書
作
品
」も
同
じ
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
文
字
文
化
は
情
報
伝
達
の
手
段
と

芸
術
性
を
内
包
す
る
極
め
て
特
異
な
文
化
で
す
。
文

字
文
化
の
一
つ
に
、
毛
筆
と
墨
を
使
用
し
て
の「
書

作
品
」が
有
り
、
現
在
私
が
勤
務
し
て
い
る
高
校
の

生
徒
も「
書
」を
と
て
も
愛
し
真
剣
に
学
ん
で
い
ま

す
。
近
年
、
欧
米
の
人
々
に「
漢
字
」は
大
変
な
人
気

が
あ
り
ま
す
。
勤
務
校
の
生
徒
は
も
っ
と
海
外
に
発

信
す
べ
き
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
の
文
字
文
化
に「
漢
字
」を
媒

体
と
す
る「
漢
詩
」が
あ
り
ま
す
。努
力
不
足
の
私
は

い
つ
も「
作
詩
」に「
四
苦
八
苦
」し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
宜
し
く
ご
指
導
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
た
よ
り
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約
八
十
年
前
の
日
本
獨
特
の
漢
詩

興
公　

國
田
公
義

　

昭
和
十
四
年
か
ら
同
二
十
年
頃
ま
で
、
韻
を
踏
ま

な
い
漢
詩
型
の
詩
が
作
ら
れ
吟
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

當
時
は
政
党
も
大
政
翼
賛
会
に
纏
め
ら
れ
、
紀
元

二
千
六
十
年
祭
が
行
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。

　

こ
の
様
な
詩
を
ひ
ろ
め
た
の
は
、
角

か
く
み
つ

光
嘯し
ょ
う

道ど
う

で

す
。
淡
窓
流
宜
園
調
宗
家
で
、
日
大
の
文
学
部
教
授

で
し
た
。
九
大
の
國
文
科
を
出
た
後
、
大
分
の
広
瀬

淡
窓
の
塾
で
漢
学
を
研
究
し
た
方
で
、
昭
和
三
十
九

年
に
全
国
朗
吟
大
会
協
会
の
会
長
も
勤
め
ま
し
た
。

　

そ
の
詩
の
一
例
を
示
し
ま
す
。

　
　

瀧
山
城
懐
古　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
光
嘯
堂

　

弦
月
淡
淡
沈
古
風　

蟲
聲
切
切
悲
愁
感

　

榮
古
盛
衰
一
場
夢　

荒
城
悄
然
月
朧
朧

　

こ
の
詩
は
今
も
吟
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

韻
に
拘
ら
な
い
簡
易
さ
か
ら
、
當
時
の
中
学
生
か

ら
大
学
生
ま
で
、作
っ
て
吟
じ
ま
し
た
。

　

戦
時
中
、
私
が
所
属
し
た
、
人
間
魚
雷
の
回
天
隊

で
戦
死
し
た
方
々
の
遺
書
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
書
き
ま
す
と
、

　
（
遺
書
）　

海
軍
二
等
兵
曹　

伊
東
裕
之

　

回
天
決
死
襲
敵
艦　

突
撃
功
成
身
砕
玉

　

滄
海
星
飛
千
萬
里　

光

長
照
碧
波
間

　

こ
の
方
は
盛
岡
工
業
か
ら
、
甲
種
飛
行
予
科
練
習

生
出
身
の
回
天
志
願
者
で
し
た
。
沖
縄
方
面
で
戦
死

し
ま
し
た
。年
齢
は
十
九
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
田
中
首
相
が
、
自
作
の
詩
を
中
国
首
脳
に
見

せ
て
笑
わ
れ
た
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
の
種
の
韻
を
踏
ま
な
い
詩
で
し
た
。

　

若
い
頃
と
同
じ
よ
う
に
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
を
讀
ま
れ
た
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
様

な
詩
に
出
会
っ
た
ら
、
つ
ま
ら
な
い
詩
だ
と
読
み
す

て
な
い
で
下
さ
い
。
空
襲
や
訓
練
、
更
に
戦
闘
の
間

の
寸
暇
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
心
情
を
惟
い
や
っ
て

読
み
取
っ
て
下
さ
い
。

入
会
挨
拶 

堀
端
保
聖

　

令
和
元
年
度
に
入
会
、
二
年
が
経
過
し
、
漢
詩
作

り
は
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
鬱
憤
晴
ら
し
に
始
め

た
詩
吟
は
は
や
十
年
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
課

題
吟
に
国
分
青
厓
先
生
の「
望
立
山
」が
あ
り
ま
す
。

夢
見
名
山
四
十
年　

暮
投
山
麓
只
雲
煙

天
明
日
出
驚
相
揖　

玉
立
群
仙
在
我
前

　

こ
の
詩
を
読
ん
で
入
会
当
時
の
気
持
ち
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　

詩
吟
の
稽
古
で
は
、
競
吟
す
る
詩
に
絞
り
込
む
場

合
が
多
い
の
で
、
接
す
る
詩
は
あ
ま
り
多
く
は
な

く
、ま
た
、詩
を
朗
読
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

作
る
ま
で
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、元
来
、

漢
詩
が
好
き
で
し
た
の
で
、
独
学
で
創
作
を
始
め
、

通
信
添
削
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
添
削
は
親
身
丁

寧
な
ご
指
導
を
頂
き
、
有
難
く
受
講
し
て
い
ま
す

が
、や
は
り
孤
軍
奮
闘
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
ネ
ッ
ト
で
全
日
本
漢
詩
連
盟
、
神
奈

川
県
漢
詩
連
盟
と
出
会
い
、
更
に
湯
島
聖
堂
斯
文
会

に
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

五
里
霧
中
に
あ
っ
た
私
は
眼
前
が
ぱ
っ
と
開
か
れ

た
気
持
ち
と
な
り
、
登
る
べ
き
山
の
姿
が
少
し
ず
つ

見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
石
川
忠
久
先
生
を
始
め

と
す
る
先
生
方
や
諸
先
達
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
、喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
時
間
が
許
す
限
り
行
事
に
参
加
す
る
つ
も

り
で
す
。
引
き
続
き
の
ご
指
導
と
ご

撻
を
お
願
い

し
つ
つ
、皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

出
合
い 

生
駒
裕
子

　

最
近
は
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
人
に
直
に
お
会
い
し
て
お
話
を

し
た
り
す
る
の
が
難
し
い
今
、
私
は
本
を
通
し
て
多

く
の
方
々
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
、
私
は
あ
る
本
が
と
て
も
読
み
た
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
は
二
十
数
年
前
に
出

版
さ
れ
た
本
で
、
ど
こ
の
本
屋
さ
ん
を
探
し
て
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
図
書
館
な
ら
と
思
い
ま
し
た
が

地
元
の
図
書
館
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

有
難
い
こ
と
に
全
国
の
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
下

さ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
二
週
間
以
上
が
経
ち
諦
め

か
け
て
い
た
頃
、
ご
用
意
が
出
来
ま
し
た
、
と
の
ご

連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。
嬉
し
く
て
さ
っ
そ
く
お
借
り

し
て
一
気
に
読
み
ま
し
た
。
そ
し
て
読
み
終
わ
っ
た

瞬
間
、
ふ
と
そ
の
本
が
と
て
も
綺
麗
で
あ
る
事
に
気

付
き
ま
し
た
。
二
十
年
以
上
も
前
の
本
な
の
に
、
当

時
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
き
っ
と
多
く
の
人
が
借
り
て

読
ん
だ
は
ず
な
の
に
、
な
ん
て
皆
さ
ん
大
切
に
本
を

扱
い
、
丁
寧
に
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
そ
の

本
を
借
り
て
読
ん
だ
皆
さ
ん
の
心
が
伝
わ
っ
て
来
る

様
で
、暫
時
心
が
ジ
ー
ン
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

読
ん
だ
人
の
心
が
熱
く
な
る
よ
う
な
、
出
合
え
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
漢
詩
、
そ
ん

な
漢
詩
が
私
も
作
れ
た
ら
良
い
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
本
、
厚
木
の
図
書
館
か
ら
お
借

り
し
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
川
崎
の
図
書
館
ま
で
ど

う
や
っ
て
運
ば
れ
て
来
た
の
か
と
思
う
と
有
難
く
て

ま
た
ま
た
心
が
ジ
ー
ン
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
田
光
子

　

私
が
作
詩
に
出
会
っ
た
の
は
平
成
六
年
で
し
た
。

八
十
歳
を
過
ぎ
た
母
は
耳
が
遠
く
な
り
、
さ
ら
に
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
勤
務
先
か
ら
電
話
連
絡
す

る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
片
道
一
時
間
半
以

上
か
か
る
地
に
勤
め
て
い
た
の
で
、
定
年
前
で
し
た

が
退
職
す
る
こ
と
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

昔
中
国
語
の
講
座
な
ど
を
受
け
に
通
っ
た
お
茶
ノ
水

の
湯
島
聖
堂
の
前
を
通
っ
た
と
こ
ろ
、
四
月
か
ら
新

し
く
、石
川
忠
久
先
生
の〝
漢
詩
作
法
入
門
〞講
座
が

開
講
さ
れ
る
と
い
う
知
ら
せ
が
出
て
い
た
の
で
す
。

月
一
回
、
日
曜
一
時
間
の
講
座
、
こ
れ
な
ら
今
で
も

可
能
と
早
速
受
講
の
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
一
年
間
、
平
仄
・
韻
・
語
法
・
対
句

な
ど
作
詩
の
基
本
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、こ
れ
は
本
当
に
幸
運
で
し
た
。と
い
う
の
は
、

こ
う
い
う
講
座
は
こ
の
年
だ
け
で
、
次
年
度
か
ら
は

添
削
中
心
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

一
年
後
仕
事
を
全
く
や
め
て
か
ら
は
、
入
門
講
座

の
上
の〝
聖
社
詩
会
〞、
さ
ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
講
座

の〝
青
山
教
室
〞に
入
会
し
、石
川
先
生
に
ご
指
導
い

た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
で
は
、
先
生

の
出
さ
れ
る
題
に
よ
っ
て
詠
む
題
詠
で
す
。
は
じ
め

の
う
ち
は
大
変
で
し
た
。
特
に〝
山
堂
聞
鹿
〞〝
春
風

走
馬
〞の
題
な
ど
、
鹿
の
声
な
ど
聞
い
た
こ
と
な
く
、

馬
に
乗
っ
た
こ
と
も
な
い
の
で
困
り
ま
し
た
。
し
か

し
慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
自
由
な
想
像
で
作
る
こ

と
が
面
白
く
な
り
、
視
野
も
広
く
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
詩
会
で
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
詠
ま

れ
た
詩
を
拝
見
す
る
の
は
楽
し
く
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
心
に
残
っ
た
詩
、
石
川
先
生
の
す
ぐ
れ
た
添

削
の
詩
な
ど
を
書
き
留
め
た
ノ
ー
ト
は
、
私
の
大
切

な
宝
物
で
す
。

　

神
漢
連
の
諸
先
輩
は
実
に
い
ろ
い
ろ
な
詩
を
お

読
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
唐
詩
・
陶

淵
明
・
蘇
東
坡
な
ど
の
作
品
を
聖
堂
の
講
座
で
ほ

そ
ぼ
そ
と
読
ん
で
き
た
位
、
今
は
白
楽
天
の
講
座
を

受
講
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
全
く
手
を
つ
け
て
い
な

い
詩
集
が
机
の
上
に
積
み
重
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た

だ〝
霧
笛
会
〞を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、女

性
関
係
の
詩
を
さ
が
し
ま
し
た
。
大
体
は
不
幸
な
目

に
遭
っ
た
女
性
の
詩
が
多
い
の
で
す
が
、
中
国
の
歴

史
に
対
す
る
関
心
も
深
ま
り
ま
し
た
。
特
に
杜
牧
の

「
杜と 
秋し

ゅ
う
じ
ょ
う
娘
詩
」や
蔡さ

い
え
ん琰
の「
悲
憤
詩
」、又
古
楽
府
の

「
焦

し
ょ
う

仲ち
ゅ
う

郷け
い
の
つ
ま
妻
」や「
陌

は
く
じ
ょ
う上
桑そ

う」な
ど
の
長
い
詩
を
読
む

こ
と
が
で
き
た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

今
中
国
で
は
、
小
学
生
に
古
典
詩
を
暗
誦
さ
せ
て

い
る
よ
う
で
す
。
又
中
国
ド
ラ
マ
で
も
よ
く
漢
詩
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
詩
を
読
み
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

巴パ
ー

金ジ
ン

の
小
説「
家
」に
、四
世
同
堂
の
大
家
族
の
大

晦
日
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
若

者
達
が〝
酒
令（
酒
席
で
や
る
遊
び
）〞を
す
る
場
面

が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
酒
令
が
あ
る
ら
し
い
の

で
す
が
、こ
の
時
は〝
飛

フ
ェ
イ

花フ
ォ
ア〞を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
花
の
字
の
入
っ
て
い
る
詩
句
を
唱

え
る
も
の
で
、
は
じ
め
の
人
が〝
出
門
倶
是
看
花
人
〞

と
い
う
と
、
花
の
字
が
六
番
目
に
あ
る
の
で
こ
の
人

か
ら
六
番
目
に
あ
た
る
人
が〝
春
風
桃
李
花
開
日
〞

と
い
い
ま
す
。
次
は
花
の
字
が
五
番
目
な
の
で
、
五

番
目
の
人
が〝
桃
花
乱
落
如
紅
雨
〞と
い
い
、次
は
花

が
二
字
目
な
の
で
、
二
番
目
に
あ
た
る
人
が〝
落
花

時
節
又
逢
君
〞と
い
う
風
に
ま
わ
し
て
い
き
、
言
い

間
違
え
た
り
す
る
と
罰
杯
を
飲
む
と
い
う
遊
び
、
な

ん
と
い
う
優
雅
な
遊
び
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
は
十

歳
未
満
の
二
人
の
子
は
は
ず
れ
て
、
九
人
で
の
遊
び

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
沢
山
の
詩
句
を
覚
え
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
、
他
の
人
の
言
っ
た
詩
句
が
正

し
い
か
ど
う
か
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
遊
び
、

私
達
も
こ
の
よ
う
な
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
者
注
）

出
門
倶
是
看
花
人 

楊
巨
源
他
数
名「
城
東
早
春
」

春
風
桃
李
花
開
日 

白
居
易「
長
恨
歌
」

桃
花
乱
落
如
紅
雨 

李
賀「
楽
府
雑
曲
鼓
吹
曲
辞
将

進
酒
」

落
花
時
節
又
逢
君 

杜
甫「
江
南
逢
李
亀
年
」
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漢
詩
の
な
ぞ
な
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
九
詩
期
会　

山
口
幸
雄

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
で
自
宅
で
過
ご
す
こ

と
の
多
い
昨
今
、
漢
詩
に
ま
つ
わ
る
冗
談
話
で
頭
を

柔
ら
か
く
し
ま
せ
ん
か
。

問
１　

漢
詩
人
相
撲
大
会

　

あ
る
と
き
、
唐
の
宮
中
で
相
撲
大
会
が
開
か
れ
、

李
白
や
杜
甫
、
王
維
、
韓
愈
、
柳
宗
元
、
白
居
易
、
杜

牧
な
ど
の
有
名
な
漢
詩
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
大
会
で
最
後
ま
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

勝
ち
残
っ
た
の
は
誰
で
し
ょ
う
？

問
2　

勤
倹
貯
蓄
の
す
す
め

　

南
宋
の
朱
熹
は
、
朱
子
学
の
創
始
者
と
し
て
有
名

で
す
。
そ
の
朱
子
が
、
若
者
に
地
道
な
勤
倹
貯
蓄
が

重
要
な
こ
と
を
教
え
諭
し
た
有
名
な
詩
が
あ
り
ま

す
。さ
て
朱
子
は
な
ん
と
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？

問
3　

来
る
も
の
は
拒
ま
ず

　

有
名
な
漢
詩
人
に
な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
詩
や

書
を
書
い
て
く
れ
と
頼
ま
れ
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ド
が

高
く
、
そ
う
簡
単
に
は
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
人
が

多
か
っ
た
中
で
、
ど
ん
な
に
少
額
で
も
と
に
か
く
お

礼
さ
え
す
れ
ば
、
気
軽
に
引
き
受
け
て
く
れ
る
と
い

う
詩
人
が
い
ま
し
た
。さ
て
、誰
で
し
ょ
う
？

問
4　

長
生
き
す
る
な
ら

　

こ
の
人
の
詩
を
読
む
と
、
十
歳
長
生
き
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
る
漢
詩
人
は
？

問
5　

勝
負
に
生
き
る
李
白

　

李
白
が
大
酒
飲
み
だ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
す
が
、

そ
れ
に
加
え
て
勝
負
事
も
好
き
だ
っ
た
こ
と
は
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

博
打
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
頃
、
負
け
が
込
ん
で

く
る
と
李
白
は
掛
け
金
を
倍
々
に
し
て
い
き
ま
し

た
。
と
に
か
く
も
う
一
回
ツ
キ
が
ま
わ
っ
て
き
さ
え

す
れ
ば
！　

と
い
う
考
え
で
す
。

　

こ
の
勝
負
哲
学
を
詠

ん
だ
有
名
な
句
が
あ
り

ま
す
。
さ
て
な
ん
と
い
う

句
で
し
ょ
う
？

‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖
‖

答
1　

白
居
易

　

行
司
曰
く「
ハ
ッ
キ
ョ
ー
イ
、ノ
コ
ッ
タ
！
」

　

く
だ
ら
な
い
と
か
言
わ
な
い
で
、
ど
う
か
笑
っ
て

く
だ
さ
い
。白
居
易
に
は
こ
ん
な
詩
も
あ
り
ま
す
。

　

対
酒 

　

酒
に
対
す　
　
　
　
　

白
居
易

蝸
牛
角
上
争
何
事 

蝸
牛
角
上　
何
事
を
か
争
う

石
火
光
中
寄
此
身 

石
火
光
中　
此
の
身
を
寄
す

随
富
随
貧
且
歓
楽 

富
に
随
い
貧
に
随
い
且
く
歓
楽
せ
ん

不
開
口
笑
是
癡
人 

口
を
開
い
て
笑
わ
ざ
る
は
是
癡
人

答
2　

少
年
老
い
や
す
く
額
な
り
が
た
し

　
　
　

一
銭
の
コ
イ
ン
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず

　

偶
成 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
熹

少
年
易
老
学
難
成 

少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し

一
寸
光
陰
不
可
軽 

一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず

未
覚
池
塘
春
草
夢 

い
ま
だ
覚
め
ず
池
塘
春
草
の
夢

階
前
梧
葉
已
秋
風 

階
前
の
梧
葉
す
で
に
秋
風

答
3　

謝
霊
運（
し
ゃ
れ
い
、う
ん
！
）

　

謝
霊
運
と
い
う
の
は
南
朝
の
宋
の
大
貴
族
の
坊

ち
ゃ
ん
育
ち
で
不
満
が
多
く
、
常
識
は
ず
れ
の
行
動

を
し
て
、
最
後
は
死
刑
に
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
か

ら
、お
礼
さ
え
す
れ
ば「
う
ん
！
」と
聞
い
て
く
れ
た

と
い
う
の
は
、間
違
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

答
4　

陶
淵
明

　

十（
と
お
）延
命
で
、陶
淵
明
。

　

ど
う
ぞ「
十
歳
長

生
き
陶
淵
明
」と
覚

え
て
く
だ
さ
い
。

答
5　

丁
半
、い
っ
ぺ
ん
の
ツ
キ
！

　

子
夜
呉
歌 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李
白 

長
安
一
片
月 

長
安
一
片
の
月

万
戸
擣
衣
声 

万
戸
衣
を
擣
つ
の
声

秋
風
吹
不
尽 

秋
風
吹
い
て
尽
き
ず

総
是
玉
関
情 

総
て
是
れ
玉
関
の
情

何
日
平
胡
虜 

何
れ
の
日
に
か
胡
虜
を
平
ら
げ
て

良
人
罷
遠
征 

良
人
遠
征
を
罷
め
ん

（
こ
の
詩
の
も
と
の
題
は
「
四
か
五
か
？
」
と
言
う

そ
う
で
す
。）

李白李白

陶淵明陶淵明



13

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第28号 令和3（2021）年1月15日

 
 

岡
田
泰
男

　

高
千
穗
峽
寫
望 

　

高
千
穂
峡
写し
ゃ

望ぼ
う

澗
水
安
流
湛
幽
壑 

澗か
ん
水す
い
安
流
し
て
幽ゆ
う
壑が
く
に
湛た
た
え

石
林
相
對
挾
蒼
江 

石
林
相
対
し
て
蒼
江
を
挟
む

開
闢
以
來
遮
俗
韻 

開か
い
闢び
ゃ
く以
来
俗
韻
を
遮
る

峽
天
鳥
道
峻
無
雙  

峡
き
ょ
う

天て
ん

鳥ち
ょ
う

道ど
う

峻し
ゅ
ん無
双

　

既
に
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
報
に
投
稿
し
た
内
容
と

重
複
す
る
の
で
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

　

私
は
詩
吟
で
は
師
範
で
す
が
、
稽
古
で
漢
詩
の
解

説
を
す
る
上
で
知
識
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
始

め
た
漢
詩
作
り
も
、
当
時
は
余
技
の
つ
も
り
が
何
と

三
十
余
年
も
詩
語
集
と
格
闘
し
、
賞
状
の
筒
も
紐
で

束
ね
て
保
管
す
る
程
に
な
り
ま
し
た
。

　

詩
吟
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
か
ら
は
美
声
と
華

麗
な
節
回
し
だ
け
で
は
詩
吟
屋
で
、
詩
吟
道
に
成
れ

と
指
導
さ
れ
、
作
詩
も
添
削
さ
れ
た
作
品
を
浄
書
し

て
応
募
す
る
な
と
、
世
間
は
広
い
坐
井
観
天
か
ら
脱

出
せ
よ
と
叱
咤
さ
れ
た
が
、今
日
で
は
何
処
ま
で
達
成

出
来
た
か
疑
わ
し
い
。自
作
の
詩
を
自
己
陶
酔
し
な
い

で
、野
趣
の
有
る
朗
詠
を
何
時
か
は
出
来
る
だ
ろ
う
。

 

大
石
加
代
子

　

池
園
名
月 

　

池
園
の
名
月

庭
院
蕭
蕭
月
上
時 

庭
院
蕭
々
と
し
て
月
上
る
時 

淸
光
皎
皎
照
幽
池 

清
光
皎
々
幽
池
を
照
ら
す

泉
聲
蟲
語
西
風
韻 

泉
声
虫
語
西
風
の
韻ひ
び
き

獨
坐
水
亭
娥
影
移 

独
坐
の
水
亭
に
娥が

影え
い
移
る

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞 

秀
作
賞

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
い
、
一
番
苦
労
し
た
転
句

は
締
切
ぎ
り
ぎ
り
に
決
ま
り
、
一
首
が
完
成
し
ま
し

た
。

 
 

住
田
笛
雄

　

賞
國
寳
土
器
有
感 　
国
宝
の
土
器
を
賞
し
て
感
有
り

繩
文
火
焰
至
今
遺 

縄
文
の
火か

焔え
ん
今
に
至
る
も
遺の
こ
る

穰
禱
齋
祈
憶
昔
時 

穰
じ
ょ
う

禱と
う

斎さ
い

祈き

昔せ
き

時じ

を
憶
ふ

一
萬
年
前
民
族
技 

一
万
年
前
の
民
族
の
技

寰
球
無
類
贊
神
奇 

寰か
ん
球き
ゅ
うに
無
類
神
奇
を
賛た
た
ふ

　

東
京
国
立
博
物
館
で
、
国
宝
の
火
炎
土
器
を
観
賞

し
た
。
我
々
の
知
識
で
は
、
日
本
の
縄
文
時
代
は
、

紀
元
前
三
千
年
、
つ
ま
り
今
か
ら
五
千
年
前
く
ら
い

か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
発
見

や
時
代
測
定
技
術
の
進
歩
で
、
こ
の
土
器
は
実
に

一
万
年
前
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
当
時

に
は
、
地
球
上
の
ど
の
民
族
も
、
こ
の
よ
う
な
精
巧

な
土
器
を
造
る
技
術
を
持
っ
た
者
は
な
く
、
地
球
上

に
類
を
見
な
い
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
を
知
っ
て
、
深
く
感
動
し
、
又
感
激
し
た
。

こ
の
感
動
と
感
激
を「
有
感
」と
し
て
謳
い
あ
げ
た
。

宮
崎
県
で
の
国
民
文
化
祭
に
応
募
し
、
図
ら
ず
も
入

賞
の
栄
に
浴
し
、誠
に
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

宮
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

第
三
十
五
回
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き

２
０
２
０
全
国
漢
詩
の
祭
典

 

城
田
六
郎

　

酒
匂
川
畔
村
酒 

　

酒さ
か
匂わ

川が
わ
の
畔
の
村
酒

嶽
麓
發
源
淸
冽
川 

岳が
く
麓ろ
く
に
源
み
な
も
とを
発
す
清
冽
の
川 

麴
塵
粳
稻
僻
村
傳 

麹き
く

塵じ
ん

粳こ
う

稲と
う
僻
村
に
伝
う

綠

初
熟
醍
醐
味 

緑
り
ょ
く
ば
い
初
め
て
熟
し
醍だ
い
醐ご

の
味

一
斗
十
千
何
惜
錢 

一
斗
十
千
何
ぞ
銭
を
惜
し
ま
ん
や

念
願
の
酒
の
詩

　

今
年
の
宮
崎
大
会
は
自
由
題
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
長
年
温
め
て
き
た
詩
想
を
実
現
す
る
機
会
と
と

ら
え
、
応
募
し
ま
し
た
。
酒
に
関
す
る
詩
を
読
ん
で

い
る
と
、「
斗
十
千
」と
い
う
表
現
に
よ
く
出
会
い

ま
す
。
こ
の
表
現
を
使
っ
て
詩
を
作
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
三
月
詩
游
会
の
吟
行
会

で
酒
匂
川
の
畔
の
瀬
戸
酒
造
の
見
学
に
参
加
し
ま
し

た
。
新
酒
の
試
飲
を
し
て
大
変
気
に
入
っ
た
の
で
一

首
作
り
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
こ
れ
に
手
を
入
れ
ま
し
た
。
結
句
は

そ
の
ま
ま
に
し
、
起
承
転
句
を
作
り
替
え
ま
し
た
。

起
句
で
水
の
良
さ
を
強
調
す
る
た
め
富
士
山
を
持
ち

出
し
、
承
句
は
麹
や
粳
米
が
古
く
か
ら
こ
の
地
に
伝

文
部
科
学
大
臣
賞

神
漢
連
会
員

神
漢
連
会
員
「
全
国
漢
詩
大
会
」

「
全
国
漢
詩
大
会
」で
大
活
躍

大
活
躍

（
通
常
の
Ｐ
Ｃ
で
対
応
で
き
な
い
旧

漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
る
。

書
き
下
し
文
の
旧
か
な
、
旧
字
等

は
大
会
作
品
集
通
り
と
す
る
。　

）
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上
田
尤
子

　

機
場
送
別 

　

機
場
送
別

送
友
平
明
別
恨
長 

友
を
送
れ
ば
平
明
別
恨
長
し

無
言
握
手
淚
沾
裳 

言
無
く
手
を
握
り
て
涙
裳し
ょ
うを
沾う
る
おす

鴻
程
萬
里
靑
雲
志 

鴻こ
う
程て
い
万
里
青
雲
の
志

機
影
染
紅
天
外
翔 
機
影
紅
に
染
ま
り
て
天
外
に
翔か
け
る

 
 

高
津
有
二

　

悼
藝
人
志
村
兄
急
逝 
芸
人
志
村
兄
の
急
逝
を
悼い
た
む

何
圖
癘
疫
遂
無
痊 

何
ぞ
図は
か
ら
ん
や
癘れ
い
疫え
き
遂
に
痊い

ゆ
る
無
く

稀
代
優
倡
赴
九
泉 

稀
代
の
優ゆ
う

倡し
ょ
う

九き
ゅ
う

泉せ
ん
に
赴
く

諧
謔
難
忘
快
男
子 

諧か
い
謔ぎ
ゃ
く忘
れ
難
き
快
男
子

落
花
飛
盡
有
誰
憐 

落
花
飛
び
尽
く
し
誰
有
り
て
か
憐
れ
ま
ん

 
 

高
橋
純
子

　

荒
村 

　

荒
村

雨
餘
細
徑
草
茫
茫 

雨
余
の
細
径
草
茫
々

破
屋
無
人
苔
壁
傍 

破は

屋お
く
人
無
く
苔た
い
壁へ
き
の
傍
か
た
わ
ら

　

唯
看
寒
鴉
啄
殘
柿 

唯
だ
看
る
寒か
ん
鴉あ

の
残ざ
ん
柿し

を
啄つ
い
ばむ
を

枝
頭
零
露
映
斜
陽 

枝し

頭と
う
の
零れ
い
露ろ

斜
陽
に
映
ず

 
 

横
山
真
吾

　

遊
懷
古
園 

　

懐
古
園
に
遊
ぶ

觀
山
雪
裏
古
城
頭 

山
は
雪せ
つ
裏り

に
観
る
古
城
の
頭ほ
と
り　

一
水
龍
鱗
千
曲
流 

一
水
龍
り
ゅ
う
鱗り
ん
と
し
て
千ち

曲く
ま
は
流
る

客
子
眺
望
宜
酌
酒 

客か
く
子し

眺
望
と
し
て
宜
し
く
酒
を
酌
む
べ
し

閑
吟
絶
唱
旅
情
悠 

絶
唱
を
閑
吟
す
れ
ば
旅
情
悠
か
な
り

入　

選

第
五
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会
・
熊
本

 
 

横
溝
喜
久
男

　

夏
日
觀
遊 

　

夏
日
観
遊

黃
郊
里
弄
微
晴 

く
ん
黄こ
う
の
郊
里 

微
晴
を
弄ろ
う
し

萬
綠
田
園
麦
浪
平 

万
緑
の
田
園 

麦ば
く
浪ろ
う
平
ら
か
な
り

飛
燕
翩
翩
掠
畦
疾 

飛
燕 

翩へ
ん
翩ぺ
ん 

畦あ
ぜ
を
掠か
す
め
て
疾は
や
し

晚
風
颯
颯
促
歸
情 

晩
風 

颯さ
つ
颯さ
つ 

帰
情
を
促う
な
がす

 

小
嶋
明
紀
子

　

溪
居 

　

渓
居

山
底
溪
聲
到
枕
頭 

山
底
の
渓
声 

枕ち
ん
頭と
う
に
到い
た
り

淸
晨

外
彩
雲
流 

清
晨 

外 

彩
雲
流
る

草
廬
平
晝
飽
黃
卷 

草
廬 

平へ
い
昼ち
ゅ
う

 

黄こ
う巻か
んに
飽
き

獨
下
沙
洲
弄
小
舟 

独
り
沙
洲
に
下く
だ
っ
て
小
舟
を
弄ろ
う
す

 

杉
森
千
枝
美

　

庚
子
暮
春 
　

庚か
う
子し

暮
春

暮
春
窗
外
百
花
紅 
暮
春
の
窓
外 

百
花
紅
な
る
も

疫
癘
流
行
疾
似
風 
疫え
き
癘れ
い
の
流
行 

疾と

き
こ
と
風
に
似
た
り

今
者
欲
醫
無
妙
藥 

今き
ん
者し
ゃ 

医い
や
さ
ん
と
欲
す
る
に
妙
薬
無
し

神
符
高
挂
室
西
東 

神し
ん
符ぷ 

高
く
挂か

く 
室
の
西
東

佳　

作 

入　

選

第
十
二
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

秋
思 

　

秋
思

獨
坐
空
房
夜
欲
闌 

独
り
空
房
に
坐
す
れ
ば
夜
闌
た
け
な
はな
ら
ん
と
欲
す 

西
風
蕭
瑟
覺
輕
寒 

西
風 

蕭せ
う
瑟し
つ
と
し
て 

軽
寒
を
覚
ゆ

孤
燈
瘦
盡
停
針
線 

孤
燈 

瘦
せ
尽
し
て
針し
ん
線せ
ん
を
停と
ど
む

明
月
遠
郎
何
處
看 

明
月 

遠ゑ
ん
郎ら
う 

何
れ
の
処
に
か
看
ん

 

小
嶋
明
紀
子

　

山
花 

　

山
花

策
筇
石
路
入
雲
烟 

筇
を
石せ
き
路ろ

に
策つ
ゑ
つき
て
雲
煙
に
入
る

時
聽
風
聲
漱
冷
泉 

時
に
風
声
を
聴
き
て
冷
泉
に
漱
く
ち
す
すぐ

莫
謂
深
山
靑
一
色 

謂
ふ
莫
か
れ 

深
山 

青せ
い
一い
っ
し
ょ
く
色
と

叢
中
花
蕊
自
爭

 

叢
中
の
花く
わ
蕊ず
ゐ 

自お
の
づ
から

を
争
ふ

 

杉
森
千
枝
美

　

在
京
思
鄕 

　

京み
や
こに
在
り
て
郷
を
思
ふ

旅
食
京
華
短
髪
斑 

京け
い
華く
わ
に
旅
食
し
て 

短
髪 

斑ま
だ
らな
り

近
來
多
病
不
知
還 

近
来 

多
病
に
し
て
還か
え
る
を
知
ら
ず

枯
魚
濁
酒
家
鄕
味 

枯こ

魚ぎ
ょ
濁
酒
は
家か

郷き
や
うの
味

時
望
片
雲
歸
故
山 

時
に
望
む 

片
雲
の
故
山
に
帰
る
を

 
 

大
谷
明
史

　

緬
思
邊
塞 

　

辺
塞
を
緬め
ん
思し

す

捲
起
黃
塵
十
里
昏 

黄く
わ
塵ぢ
ん
を
捲ま

き
起
こ
し
て
十じ
ふ
里り

昏く
ら
し 

疾
驅
兵
馬
向
崑
崙 

疾
駆
せ
る
兵
馬 

崑
崙
に
向
か
ふ

沙
場
今
夜
無
人
影 

沙
場 

今
夜 

人
影
無
し

皓
皓
銀
輪
照
曠
原 

皓か
う
皓か
う
た
る
銀
輪 

曠
く
わ
う
原げ
ん
を
照
ら
す

優
秀
賞 

秀　

作 



15

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第28号 令和3（2021）年1月15日
 

 

宇
野
次
郎

　

半
夜
蟲
聲 

　

半
夜
の
虫
声

丙
夜
蕭
條
蟲
語
寒 

丙へ
い
夜や 

蕭
條
と
し
て 

虫
声 

寒
し  

旅
亭
老
叟
客
衣
單 

旅
亭
の
老
叟 

客か
く
衣い 

単た
ん
な
り

燈
前
獨
坐
歸
心
切 

灯と
う
前ぜ
ん 

独
り
坐
せ
ば  

帰
心 

切
な
り

落
葉
敲
窗
夢
不
安 
落
葉 

窓
を
敲
き
て 

夢 

安
か
ら
ず

 

小
嶋
明
紀
子

　

山
莊
嘗
茗 

　

山
荘 
茗め
い
を
嘗な

む

翠
烟
靉
靆
覆
山
房 

翠
煙
靉あ
い
靆た
い
と
し
て
山
房
を
覆お
ほ
ふ

獨
坐
唯
聞
煮
茗
香 

独
り
坐
し
て
惟
だ
聞
く 
茗
を
煮
る
の
香か
う

物
外
閒
居
得
幽
趣 

物
外
の
閑
居 

幽
趣
を
得
た
り

三
杯
紫
碗
浥
枯
腸 

三
杯
の
紫し

碗わ
ん 

枯
腸
を
浥う
る
ほす

第
二
十
三
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 
 

高
橋
純
子

　

夏
日
江
畔 

　

夏
日
江
畔

江
邊
雨
過
午
風
輕 

江
辺 

雨
過
ぎ 

午
風
軽
し

葭
葦
萋
萋
浥
露
淸 

葭か

葦い 

萋せ
い
々せ
い 

露
に
浥う
る
おひ
て
清
た
り

橋
上
停
筇
香
氣
裏 

橋
上 

筇
を
停と
ど
む 

香
気
の
裏

鐘
聲
時
和
晚
蛙
聲 

鐘
声 

時
に
和
す 

晚
蛙
の
声

優
秀
賞

 

小
嶋
明
紀
子

　

秋
晩
賦
詩 

　

秋
晩 

詩
を
賦
す

獨
坐
繙
書
對
短
檠 

獨
坐 

書
を
繙ひ
も
とき
て 

短た
ん
檠け
い
に
對
す

月
輪
斜
照
露
華
淸 

月
輪 

斜
め
に
照
ら
し
て 

露
華 

淸
し

苦
吟
雙
淚
有
誰
伴 

苦
吟 

雙
淚 

誰た
れ
有
り
て
か
伴と
も
なふ

徹
夜
階
前
蟋
蟀
聲 

徹
夜 

階
前 

蟋し
つ
蟀し
ゅ
つの
聲

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

石
川
省
吾
氏
は

令
和
二
年
八
月
十
三
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
九
十
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

森
本
隆
泰
氏
は

令
和
二
年
九
月
二
十
四
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
享
年
八
十
六
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

中
島
義
和
氏
は

令
和
二
年
十
月
四
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
七
十
二
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

入　

選

令
和
三
年
度
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

詳
細
は
、グ
ー
グ
ル
等
で
各
大
会
を「
検
索
」。

　

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

● 

令
和
三
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
石
川
大
会

九
月
二
十
五
日（
土
）　

小
松
市

詩
題「
園
・
苑
に
関
す
る
も
の
」、自
由
題
も
可

応
募
期
間　

二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日

● 

令
和
三
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」漢

詩
大
会

詩
題
・
応
募
期
間　

未
定（
会
報
二
十
九
号
に

掲
載
予
定
）

応
募
資
格
は
全
漢
連
正
会
員
及
び
準
会
員

● 

第
二
十
四
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

（
多
久
市
主
催
）

詩
題
と
応
募
期
間
は
三
月
頃
決
定
予
定

● 

第
六
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

大
会
月
日
未
定　

熊
本
市

自
由
題

応
募
期
間　

四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

● 

第
十
三
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

応
募
期
間
等
日
程
未
定　

三
条
市
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編
集
後
記 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
が
ま
だ
中
国
に
限
定

さ
れ
て
い
た
頃
、
日
本
か
ら
贈
っ
た
支
援
物
資
の
箱

に
書
か
れ
た
漢
文
が
、
中
国
の
人
た
ち
を
大
い
に
励

ま
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
川
異
域　

風
月
同
天

　

豈
曰
無
衣　

與
子
同
裳

　

こ
れ
を
聞
い
た
時
、
緊
急
時
に
こ
ん
な
対
応
が
出

来
る
素
養
を
持
っ
た
人
が
い
る
ん
だ
な
と
感
心
し
つ

つ
、
自
身
の
不
甲
斐
な
さ
に
大
い
に
反
省
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。（
残
念
な
が
ら
日
本
人
か
ら
で
は
な

く
、
日
本
の
華
人
団
体
か
ら
の
支
援
物
資
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
が
。）

　

と
こ
ろ
で
、
い
つ
終
わ
る
か
も
わ
か
ら
ず
落
ち
着

か
な
い
こ
の
期
間
中
、
皆
さ
ん
は
し
っ
か
り
漢
詩
の

勉
強
を
続
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
「
漢
詩
鑑
賞
会
が
中
止
に
な
っ
た
か
ら
」、「
サ
ー

ク
ル
例
会
も
再
開
で
き
な
い
し
」等
々
、
サ
ボ
る
理

由
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
ね
。
で
も
中
に
は
、
外
出

自
粛
を
味
方
に
し
て
、
自
分
な
り
に
本
を
読
ん
だ
り

研
究
し
た
り
と
、
独
習
を
極
め
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

個
人
的
に
は
、
前
記
の
反
省
を
忘
れ
て
不
勉
強
を

続
け
て
し
ま
い
、
改
め
て
神
漢
連
の
教
育
シ
ス
テ
ム

の
有
難
さ
を
思
い
出
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

連
盟
の
各
種
活
動
が
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
な

が
ら
早
急
に
フ
ル
稼
働
出
来
る
こ
と
を
切
に
願
い
、

微
力
な
が
ら
努
力
す
る
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
是

非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

（
牛
山
知
彦
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
三
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
ン
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
初
心
者
入
門
講
座　
　

漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作（
全
五
回
の
講
義
と
実
習
、
第
十
五
期
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
詩
に
関
心
の
あ
る
お
友
達
に
声
を
か
け
、
推
薦
し
て
下
さ
い

期　
　

日 
①
五
月
十
一
日（
火
）　

②
五
月
十
八
日（
火
）　

③
六
月
一
日（
火
）　

 
④
六
月
十
五
日（
火
）　

⑤
六
月
二
十
九
日（
火
）

時　
　

間 
午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時
三
〇
分

講　
　

師 

三
村
公
二
会
長
他　

連
盟
役
員　

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館
中
会
議
室

問
合
せ
・
受
講
申
込（
連
盟
事
務
局
）

 

〒243-0412　

海
老
名
市
浜
田
町
十
六
―
九　

高
津
有
二　

 
T
EL/FA

X
 046-233-7641  M

ail yutakatsu626@
nifty.com

　
　

● 

創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
・
総
会
・
講
演
会（
懇
親
会
は
未
定
）

期　
　

日 

十
月
十
四
日（
木
）

時　
　

間 

午
後
一
時
〜
四
時
三
〇
分（
式
典
、
総
会
、
講
演
会
）

 

場
所　

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル（
式
典
、
総
会
、
講
演
会
）

式
典
・
総
会 

自
宅
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
参
加
可
。

総
会
議
題 

令
和
二
年
度
事
業
報
告
、
令
和
三
年
度
活
動
計
画
、
他

講
演
会 

石
川
忠
久
先
生
、
及
び
市
川
桃
子
先
生　

演
題
未
定（Y

ouT
ube

リ
ア
ル
タ
イ
ム

配
信
を
計
画
中
）

参
加
申
込 

式
典
・
総
会
は
申
込
不
要
。

● 

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事

 

各
種
計
画
中
で
あ
り
、詳
細
は
今
後
神
漢
連
Ｈ
Ｐ
及
び
会
報
二
十
九
号（
九
月
発
行

予
定
）に
記
載
予
定
で
す
。

● 

吟
行
会　
　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
方
式
で
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
吟
行
会
を
秋
に
計
画
中

● 

研
修
会　
　

や
り
方
を
含
め
て
検
討
中　


